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Context一free languages、vhose degrees of
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Abstract
Nondeterminism has been playing an important role in the neld of computer science ln[1]
and [2], the degree of nondeterminism Of context―fr e languages and counter languages、vas
deFined and studied  ln this paper, Mre investigate some problems related to an unsolved
question in[2]and obtain the fo1lo、ving result:
There exist context―free languages and counter languages Mァhose degrees of nondeter‐
Hlinittn are log η and 77 (that iS,less than linear but not constant)
1. は じめ に 2.準 備
最近,各種の非決定性アルゴリズムの研究が
盛んに行なわれ,決定性と非決定性との質的な
相異が論じられるようになってきた。文脈自由
言語の研究は,計算機言語のモデルという観点
から盛んに行なわれてきたが,非決定性文脈自
由言語の利用はあまり行なわれていない。決定
性の言語でも,非決定性のシステム(文法,オー
トマ トンなど)で記述した方が,はるかに簡潔
で理解しやすいものも多く,非決定性に関する
興味が高まっている。
本稿においては,文献 1),2)と同様に,非決
定性文脈自由言語のクラスについて考察し,文
献2)に挙げられている未解決問題の1つを解
決する。すなわち,非決定性度が線形より小さ
い関数 (定数ではない)となるような文脈自由
言語及びカウンタ言語が存在することを,具体
的な言語を構成することによって示す。
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本節では,非決定性度に関する基本的な事項
を述べ,本稿の結果を示すのに用いる言語を与
える。非決定性度等に関する詳細な定義は文献
1)を参照されたい。
文脈自由言語 (カウンタ言語)との非決定性
度がデ(η)であるというのは,長さ%の任意の
語 ω∈とを,長さ/(%)以下の参照テープρ∈
R・(R=(0,1)を参照アルファベットという)を
用いて受理する参照付ブッシュダウンオートマ
トンrpda(参照付カウンタ機械rcm)が存在す
ることである。非決定性度が/(%)である文脈
自由言語のクラス (カウンタ言語のクラス)を
ノ(/(%))(7(ア(%)))と表わす。
次に,本稿で用いる言語を定義するために,
Σ″=(αl,α2,…,αク}を大きさつのアルファ
ベットとし,ΣすからΣケヘの関数Dク,Spを次
のように定める。Эィン↑∈Σすとして,
D,(ωαど)=D,(″)D,(αど)=つ,(ιィンl)αそ
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